
付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

13,163,500 13,163,500

交付金額 13,140,000 13,140,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　事業完了後、夜間等に必要な照度が確保されていることを現地で確認するとともに、
電力会社の明細から消費電力が大幅に削減されたことも確認しており、また、事業完了
後に区長及び商業協同組合へヒアリングを実施したところ、「照射範囲が広くなった」、
「電気使用量が削減できた」等の回答も得られており、事業の目標に対する成果を確認
することができた。
　地域住民への周知については、工事期間中、工事看板に特定防衛施設周辺整備調
整交付金事業と記載したほか、町ホームページに、特定防衛施設周辺整備調整交付
金（防衛省）で整備した旨を掲載した。

無

無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：区画整理内街路灯取替工
事）整備事業

新富町長

児湯郡新富町平田地区他

　街路灯をLED化することで、消費電力と二酸化炭素排出量を削減し、省エネ
にも配慮した安全で安心なまちづくりを行う。

照明設備更新　235灯

令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和２年度 令和３年度 計

円 円 円

4,522,227 4,511,901 9,034,128

交付金額 4,500,000 4,500,000 9,000,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　計画していた全区間の外側線設置工事が完了となり、地域住民へのヒアリ
ングを行ったところ「白線がきれいになったので安心して歩けるようになっ
た。」「白線がきれいになり工事前と比べて安全に車が通行できるようになっ
た。」などとの意見が寄せられ、地域住民の交通環境の改善に寄与すること
が出来た。
　地域住民への周知については、工事施工時に設置する工事看板に特定
防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを明記し事業の周知を行っ
た。

　無

　無

令和２年度～令和３年度

区画線設置工事　L=5,773ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：佐土原～木城線外１０）整
備事業

新富町長

児湯郡新富町

　佐土原～木城線外10路線は、通学路及び各地区の生活道路となってい
る。しかし、歩道等が確保されていないことや路線が明確化されていないこと
から児童生徒の登下校において安全性が確保されていない状況である。
　また、生活道路においても区画線の劣化が著しく、外側線および中央線が
視認しにくく車両の通行において危険な状態となっている。
　このことから、区画線設置工事を行うことにより、地域住民の安全を確保し、
生活基盤の整備を図る。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和３年度 計

円 円

4,389,231 4,389,231

交付金額 4,290,000 4,290,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

令和３年度

区画線設置工事　L=984.0ｍ

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（交通施設：八幡～大渕線区画線）整備
事業

新富町長

児湯郡新富町大字上富田

　八幡～大渕線は、地区内を結ぶ幹線道路となっており、通学路にもなって
いるが本線の沿線部付近には商業施設があることから交通量が増加してい
る状況であり歩道等が確保されていないことから児童生徒の登下校におい
て安全が確保されていない状況である。
　このことから、区画線設置工事を行うことにより、地域住民の安全を確保し、
生活基盤の整備を図る。

　無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　全区間の区画線設置が完了となり通行確認など実施し、交通安全の確保
が確認された。また利用者及び近隣住民にヒアリングを行った結果、「区画
線が綺麗になりさらにグリーンベルトも設置されたことで通学路としての安全
性が上がった。」　などとの意見が寄せられ、地域住民の交通環境の改善に
寄与することが出来た。
　地域住民への周知については、町広報誌に特定防衛施設周辺整備調整
交付金事業であることを掲載し周知を行った。

　無



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

2,552,000 2,552,000

交付金額 2,552,000 2,552,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

無

無

　本事業の実施により、町道の道路路肩部等の維持管理作業を迅速に
行える体制が整備された。また、地域住民に道路の維持管理の対応状
況について地域住民に聞き取りを行ったところ、「重機を所持してい
ることにより職員直営の道路維持作業が業者依頼より迅速に対応でき
るのでありがたい」よいう意見が得られ、事業目標に対する成果が確
認できた。
　地域住民への周知については、車両本体に「令和３年度特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業（防衛省）」と明記し周知を図っている。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：道路維持作業重機購
入）整備事業

新富町長

児湯郡新富町大字上富田7491番地

　町道及び生活道等の簡易的な維持管理においては、地域住民の協力
により実施しているが、道路路肩部の堆積土砂や排水路の土砂撤去作
業等は地域住民において実施する事が困難であり、維持管理に支障を
来している状況である。
　このことから、今回道路維持作業重機を購入し、道路路肩部及び排
水路等の維持管理における作業を迅速に行うことで、地域住民の生活
環境の向上を図る。

物件購入　ミニショベル　1台

令和３年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

2,410,490 2,410,490

交付金額 2,400,000 2,400,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第三
者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額
事業費

　防犯灯の新設・取替後、夜間における視認性や照度などに問題がないことを現地
調査で確認するとともに、近隣住民への聞き取りを行ったところ、新設箇所は「児童・
生徒の帰宅時における安全確保に有効である。」という意見が、改修箇所では「以前
より明るくなり、夜間歩行の安全が確保され、防犯上も有効」という意見も寄せられ、
事業の目標に対する成果が確認できた。
　地域住民への周知については、 鋼管柱に貼付するラベルへの記載や町のホーム
ページに特定防衛施設周辺整備調整交付金事業であることを掲載し住民へ周知を
行った。

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（環境衛生施設：防犯灯設置工事）整備事業

　新富町長

　児湯郡新富町

　既設灯のLED防犯灯への取替及び地域住民からの要望を踏まえたLED防犯灯の
増設を計画的に進め、町内全域の犯罪や事故を抑止し、安全で安心なまちづくりと
住民生活における利便性の向上を図る。

　無

　無

　防犯灯新設・取替　　（新設７箇所　改修６４箇所）

　令和３年度



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

12,936,000 12,936,000

交付金額 12,900,000 12,900,000

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

事 業 費 及 び 交 付 金 額 事業費

　小型動力ポンプの整備を行ったことで災害時の対応能力の向上が図られ、ま
た、利用する消防団員へアンケート調査を実施した結果、「エンジン起動がス
ムーズになった」、「以前より送水距離が伸びたため、安全かつ効率的な消火
活動ができると感じる」等の回答が得られ、不具合の解消・利便性の向上が確
認でき、事業の効果を確認することができた。
　地域住民への周知については、小型動力ポンプに「特定防衛施設周辺整備
調整交付金事業」で整備した旨を記載するとともに、町広報誌に、特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業である旨を掲載し周知を行った。

無

無

令和３年度

物件購入　小型動力ポンプ　７台

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連公共用施設（消防に関する施設：小型動力ポンプ）
整備事業

新富町長

児湯郡新富町大字上富田7491

　小型動力ポンプは災害時において消防団が活動する上で必要不可欠な物
であるが、近年、火災の他、台風・大雨を含む大規模災害が頻発しており、現
状整備している小型動力ポンプのみでは大規模災害時の対応が厳しくなって
いる。
　このことから、今回新たに小型動力ポンプの整備を行い、火災時の消火能力
の向上、浸水被害時の排水など多岐に渡る災害対応を可能とすることで、地区
住民の安心安全を確保する。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２9
年度まで

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

69,471,000 20,201,000 20,346,000 20,684,730 21,234,730 151,937,460

交付金額150,504,000 10,713,000 0 0 0 161,217,000

市町村費等 0 0 0 0 0 0

運用益 246,804 72,349 53,186 34,728 20,295 427,362

計 150,750,804 10,785,349 53,186 34,728 20,295 161,644,362

69,471,000 20,201,000 20,346,000 20,684,000 21,234,000 151,936,000

81,279,804 71,864,153 51,571,339 30,922,067 9,708,362

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　新富町有線ラジオ放送施設運営基金により有線ラジオ放送施設を適切に運用する
ことで、地域住民へ緊急情報や行政情報を安定的に提供することができ、また、ＩＰ告
知システムの管理、戸別の機器故障への対応等の作業記録（令和3年度：166件）か
ら障害等に対し迅速かつ適切に処置されたことも確認できており、事業の目標に対す
る成果が確認できた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金事業
（防衛省）により実施されている旨を町のホームページに掲載をすることで周知を図っ
た。

無

無

平成２６年度～令和３年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

IP告知システム運用、保守、サーバハウジング料、IP通信網サービス利用料等の費
用負担

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業（通信に関する事業：新富町有線ラジオ放送施設
運営基金）

新富町長

児湯郡新富町内全域

　新富町の有線ラジオ放送施設は、迅速かつ正確に災害時等の緊急情報や行政情
報を地域住民等に提供するために整備し定期的に保守点検等の維持管理を行いな
がら運用している。
　このため、新富町有線ラジオ放送施設運営基金を設置し、有線ラジオ放送施設の
維持運営費用に充て、地域住民への緊急時情報や行政情報の安定的な提供が維
持されることを目標とする。



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和
元
年度

令和
２

年度

令和
３

年度
計

円 円 円 円 円 円
0 8,472,200 42,292,802 50,765,002

交付金額 32,000,000 65,000,000 70,000,000 167,000,000

市町村費等 0 0 0 0

運用益 0 6,630 15,594 22,224

計 32,000,000 65,006,630 70,015,594 167,022,224

0 8,472,000 42,292,000 50,764,000

32,000,000 88,534,630 116,258,224

事業の改善措置及び今後の
対応

事業の評価に際しての第三
者 機 関 の 活 用 の 有 無

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業（教育、スポーツ及び文化に関する事業：新
富町学校教育振興基金）

新富町長

児湯郡新富町

補助事業の成果の目標

　本町では、小中学校の児童生徒により良い学校生活と充実した教育環
境の提供を図る取り組みを行っている。
　このことから、新富町学校教育振興基金を設置し、小中学校における
ALT（外国語指導助手）の巡回指導、小中学校の担当教員と連携し児童
生徒を指導する少人数指導等教員及び特別支援員を配置することで、継
続的かつ安定的に児童生徒のより良い学校生活と教育環境の充実を図る
ことを目標とする。

補助事業の成果及び評価
並びに地域住民への周知
の実施状況

　本基金の活用により、町内小中学校へのＡＬＴ（外国語指導助手）の
派遣及び担当教員と連携した少人数指導等教員及び特別支援員の配置を
安定的に行った。ＡＬＴ（外国語指導助手）事業については、アンケー
ト等により外国語教育に深い関心を持つ児童生徒が増えていることも確
認し事業目標に対する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交
付金（防衛省）により実施されている旨をホームページに掲載し町民へ
周知を図った。

なし

なし

英語教育指導助手派遣業務委託及び非常勤講師・支援員の配置

令和元年度～令和１０年度

事 業 費 及 び 交 付 金 額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成２９
年度まで

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

17,846,865 5,092,028 5,137,032 4,830,275 3,786,466 36,692,666

交付金額 35,000,000 0 20,602,000 13,945,000 0 69,547,000

市町村費等 527 0 0 0 0 527

運用益 28,954 6,613 6,092 8,045 6,685 56,389

計 35,029,481 6,613 20,608,092 13,953,045 6,685 69,603,916

17,846,865 5,092,028 5,137,032 4,830,275 3,786,466 36,692,666

17,182,616 12,097,201 27,568,261 36,691,031 32,911,250

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

新富町コミュニティバスの運営及び車両修理等

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業（交通に関する事業：新富町コミュニティバス運営基金）

新富町長

児湯郡新富町

　新富町においては、路線バスが唯一の公共交通手段であり、高齢者の通院や買い物など住
民生活に欠かせないものである。しかしながら、民営路線バスは、各路線の採算性を理由に平
成28年度から2路線が減便されており、今後も減便・廃止について検討されることとなっている。
　このため、新富町コミュニティバス運営基金を設置し、コミュニティバスの運行を継続的かつ安
定的に実施することにより、地域の公共交通手段を確保し、交通空白地の解消と地域住民の生
活環境の維持を図る。

　(参考指標)
想定利用者数:1日平均20名以上

　コミュニティバスの1日平均の利用者数は11名ほどと、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、
地域住民がコミュニティバス利用を控えたことが影響し前年よりも減少したものの、本基金の活
用によりコミュニティバスの安定した運行を行うことで、公共交通空白地帯の住民の交通手段の
確保及び地域住民の生活環境の維持に寄与していることを確認した。
　地域住民への周知については、車両本体への表示や町のホームページへの掲載により特定
防衛施設周辺整備調整交付金による基金事業であることを周知した。

　高齢者が増加傾向にある一方で近隣スーパーの閉店などにより地域公共交通に求められる
役割は年々高まっているところ、令和４年度に老朽化が進んだ車両の更新を行うことで、利用者
の利便性や快適性向上を図り、車両修理費の低減を図る。

無

平成２５年度～令和４年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額



付紙様式第２

補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成
３０年度

令和
元年度

令和
２年度

令和
３年度

計

円 円 円 円 円 円

0 4,288,903 5,975,642 6,971,425 17,235,970

交付金額 26,000,000 0 0 19,274,000 45,274,000

市町村費等 0 0 0 0 0

運用益 0 8,230 7,544 6,947 22,721

計 26,000,000 8,230 7,544 19,280,947 45,296,721

0 4,288,000 5,975,000 6,971,000 17,234,000

26,000,000 21,720,230 15,752,774 28,062,721

補助事業の成果及び評
価並びに地域住民への
周知の実施状況

事業の改善措置及び今
後の対応

事業の評価に際しての
第三者機関の活用の有
無

　町道維持管理基金により、舗装破損箇所の修繕や支障木の伐採など通行支障箇
所の早期修繕等を安定的に行うことで、地域住民の安全確保と日常生活での利便
性の向上に寄与し、また、早期修繕等を行った地域の代表者などに聞き取りを行っ
たところ、「陥没の通報後、完成までの対応が早かった。」、「自宅付近の側溝が修繕
されたことで安心して通行できるようになった。」などの声も聞かれ、事業の目標に対
する成果を確認することができた。
　地域住民への周知については、工事施工時に設置する工事看板に特定防衛施
設周辺整備調整交付金事業であることを明記し事業の周知を行った。

無

無

平成３０年度～令和９年度

事業費及び交付金額

事業費

基
金
造
成
額

基金処分額

基金残額

町道の維持管理事業

事　　　業　　　評　　　価　　　書

新田原飛行場関連特定事業（交通に関する事業：新富町町道維持管理基金）

新富町長

児湯郡新富町

　新富町の町道は、344路線、全延長約245.5kmあり、通行支障箇所の修繕等の町
道維持管理に時間を要する状況にある。
　このことから、新富町町道維持管理基金を設置し、通行支障箇所の早期修繕等に
対応できる体制を整え、継続的かつ安定的に町道の維持管理を行うことで、地域住
民の安全の確保と日常生活での利便性の向上に寄与することを目標とする。


